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著者夫妻（1977 年）

雪に埋もれた基督教独立学園と近景（旧講堂・旧校舎・茂松山方面）



(1)

(1) 内村鑑三 (1861 ～ 1930)、宗教家・評論家。本書の著者・鈴木弼美の信仰の師。高崎藩士の
かんぞう すけよし はん し

子として江戸で生まれた。1877 年に札幌農学校に第 2 期生として入学、1881 年に同校を主席で

卒業し、水産業の調査開発に従事した。1884 年に渡米し、知的障害児の養護学校で看護人として

働いたが、翌年新島 襄 の勧めで新島の母校であるアマースト大学に編入。そこでシーリー総長
にいじまじょう すす にいじま

から深い影響を受け、宗教的回心を体験した。1887 年に卒業し、1888 年に帰国。いくつかの学
かいしん

校で 教 鞭を執った後、1890 年から第一高等中学校の教員となった。1891 年、教育 勅 語に書か
きょうべん と ちょく ご

れた明治天皇直筆の署名に対して内村が最敬礼をしなかったことが社会問題（不敬事件）となり、
じきひつ ふ けい

同校を退職。その後は、教会で説教をしたり、再び教員となったり、新聞に論説を執筆したり
ろんせつ しっぴつ

して生計をたてた。その後、1900 年に日本初の聖書雑誌である『聖書の研究』を刊行し、雑誌に

よる伝道を行った。この『聖書の研究』の発行と並行して行われていた内村の自宅での聖書講義
へいこう

に出席したことから、鈴木は内村の門下生となった。

(2) よろこばしいしらせ。イエス・キリストによる救いが完成される神の国の到来を告げるよきし

らせ。

(3) 後進者が優れた先達に従って、事を成し遂げたり功を立てたりすること。
せんだつ な と

(4) 英語のスペリングは astrology。原文表記はアストロロジイ。

(5) (1927 ～ 2016)、本書『真理と信仰』の企画・編集の中心的存在。独立学園元理事長。矢内原忠雄
や ないはらただ お

の弟子。山形県内を中心に展開した「ホームセンタージョイ」を創業。社是を「正直に、親切に、
しゃ ぜ

勤勉に、几 帳 面に、人の役に立つ店になろう」とし、信仰が商売成功の秘訣と語った。強力な
き ちょうめん

支援者として、何年にもわたり独立学園に資材や灯油などを利益抜きで届け続けた。

(6) キリスト教を信じる人たちの間で呼び合う、男性への尊称のようなもの。年上の人にも年下の

人にも用いる。

(7) 独立学園第三代校長。

(8) (～ 2000)、旧郵政省に勤務。独立学園旧理事。独立学園創立当初からの支援者であり、桝本忠雄
ますもとただ お

教頭（当時）が入院中は毎月のように来校し、講師として政治経済を教えた。

(9) (～ 1982)、1976 年 10 月以降、度々独立学園に来校し、講演などを行った。

(10) 各章のタイトルは PDF 版作成に際してつけたもので、原書にはない。
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